
 
 

市民グループ『ひろしまと世界を結ぶこども文庫』の活動から 

                 代表 柴田幸子（広島ユネスコ協会理事） 

 

  “平和を願うヒロシマの心”を世界に届けたいという思いを込めて、”ヒロシマ

の絵本“を届け始めていつのまにか、２０年が過ぎました。 

 この活動を始めたきっかけは、１９９５年、北京で開催された「第４回世界女性会

議」と並行して開かれた「ＮＧＯフォーラム」に広島市から派遣され、参加したこと

でした。 

「核兵器の廃絶と平和の創造」をテーマに、２回のワークショップを行いました。

その時参加していたアメリカの女子高校生（高校生が参加しているというのも、驚き

でした）が、私たちが資料として持参した、被爆直後の惨状の写真やポスター、そし

て数々の“ヒロシマの絵本”を見て「広島の原爆のことは、知っていたが、こんなに

酷い恐ろしいものだとは知らなかった」と、言ったのです。 

その「ことば」から私たちは、まだまだ世界の多くの人たちが、「原爆」のほんと

うの恐ろしさを知らない！ということに、気が付きました。そして又、被爆の実相を

「ことば」だけで伝えることの難しさも実感しました。そんな北京会議の最中に、中

国と、フランスが核実験を行ったというニュ―スが、伝えられたのです。広島での原

爆投下後、５０年が過ぎ世界中で「核廃絶」の声が高まる中でのことでした。 

帰国後、私たちに出来ることは何か？と話し合いを重ねた結果、北京会議での体験

を踏まえて、絵本が民族・宗教・文化・言葉の壁を越えて“ヒロシマ”を伝えてくれ

るのではと、考えたのです。 

 資料に絵本を加えたのは、たまたま長男が小学校に入学したとき、ＰＴＡの先輩の

お母さんから、全国でも珍しい独立した「こども図書館」が広島にはあり、「広島市

よい本をすすめる母の会」のお母さん達が親子で本を楽しみながら、読みきかせや、

読書会などの活動をしていることを聞きました。 

ＰＴＡの文化部が「移動図書館ともはと号」の担当だったことから、私もお手伝い

に参加，本の好きなお母さん達に呼びかけ、我が家で地域文庫「旭読書会」を始めま

した。「こども図書館」にグループ登録をし、１カ月間３０冊の団体貸し出しをうけ、

グループみんなで楽しむのです。これが、「こども図書館」と「広島市よい本をすす

める母の会」との出会いで、今年５５周年を迎え今、記念誌発行の準備をすすめてい

ます。 

たまたま先日、「あおい文庫」時代の書類の中から、３０年前に文庫を始めた当初、

日本ユネスコ協会から選び抜かれた１００冊の児童図書の寄贈を受けたリストが、出



てきたのです。「あおい文庫」は今も続いていて、その本が地域の子どもたちに読み

継がれてきたのを、とても嬉しく思うとともに、人間だけがつくり得た本というもの

の素晴らしさを改めて感じたことでした。 

ヒロシマを伝えるために最初に贈ったのは、留学生の出身校や広島市の小学校と交

流をしている、中国の小学校でした。多くの人々に助けられ支えられて、草の根から

はじめたことでしたが、今振り返ってみると、随分といろいろなことがあり、また思

いもかけない方々との出会いもありました。 

 昨年は、Ｇ８の外相会議が広島で又、伊勢-志摩サミットには世界の首脳が参加さ

れました。国際社会で活躍される方たちにこそ、核廃絶のリーダーシップを発揮して

もらいたいと、これらの会議に参加された核保有国５か国含む１５カ国の首脳に、『絵

で読む広島の原爆』（福音館：那須正幹・西村繁男 作）を、駐日大使館を通じて贈

りました。ドイツ・メルケル首相、フランス・マクロン大統領からは、側近の秘書官

や首席補佐官名で、直接私どもへ丁寧なお礼状が届きました。お二人のお人柄を感じ

ました。 

 この２０年間に“ヒロシマの絵本”を２，５８０冊、１，４２０カ所、１６０カ国

に贈りました。 

先日の国際会議で、“核兵器廃絶”が賛成国多数で可決されたにもかかわらず、唯

一の被爆国である日本政府が、国民の声を無視して賛成しなかったことは、世界に対

して恥ずかしくとても残念です。 
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